
山
田
庄
太
郎
氏
若
へ
宰
早

+1月
十
三
日
挙
行
さ
れ
た
地
方

自
治
法
施
行
十
周
年
記
念
式
典
に
お

＇
い
て
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
藍
綻

褒
章
を
授
与
さ
れ
た
。

亨
二
固
表
彰
ぴ

森

林

紐

含

全
国
森
林
組
合
連
合
会
に
於
て
は

、
昭
和
三
十
二
年
十
月
二
十
四
日

東
京
明
治
神
宮
外
え
ん
青
年
会
館
に

於
て
第
一
回
森
林
組
合
全
国
大
会
を
＇

開
催
し
た
が
当
日
は
各
大
臣
籐
長
官

1
、

4
 政

党
代
表
等
多
数
朝
野
名
士
の
出
席

の
も
と
に
、
森
林
組
合
対
策
に
つ
い

て
熱
心
に
討
議
さ
れ
盛
会
で
あ
っ
た
。

席
上
肱
川
村
森
林
組
合
（
組
合
長

山
田
庄
太
郎
）
．
は
全
国
模
範
組
合
と

し
て
、
全
森
林
連
合
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
た
。
被
表
彰
組
合
は
全
国
で

-
i
0
組
兌
四
国
で
は
本
組
合
の
み

で

あ

っ

た

。

＇

、
。
森
林
組
合
で
は
組
合
員
各
位
の
御

協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。

因
係
の
膨
虞
終
る

去
る
十
一
月
七
日
県
の
係
官
に
よ

る
国
民
建
康
保
険
の
担
導
監
査
を
実

施
さ
れ
ま
し
た
9
最
近
国
保
係
の
更

迭
に
よ
り
処
理
上
二
こ
二
指
摘
さ
れ

た
点
は
あ
り
ま
し
た
が
、
概
し
て
良

好
の
成
績
で
し
た
。
殊
に
保
険
税
の

!, ； 

．．
 .、,

1 9 5'r。11

完
二
野
召
闇
米

大
谷
の
岩
野
利
春
君
（
二
三
）
は
、

コ
チ
ャ
青
年
移
住
者
と
し
て
十
一
月
三

十
日
神
戸
出
航
の
サ
ン
ト
ス
丸
に
て
勇

躍
渡
伯
す
る
こ
と
4
な
り
ま
し
た
。

岩
野
君
は
、
か
ね
て
よ
り
海
外
移
住

を
志
し
、
県
青
年
建
設
隊
で
訓
練
を
受

け
今
回
数
部
の
応
募
者
中
よ
り
選
ば
れ

た
も
の
で
、
プ
ラ
汐
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
の
農
家
で
三
年
間
働
き
乍
ら
現
地
事

情
を
研
究
し
た
後
自
立
す
る
。

尚
同
君
は
県
の
壮
行
会
に
の
ぞ
ん
だ

後
二
十
日
頃
神
戸
移
住
あ
っ
せ
ん
所
に

入
り
最
后
の
準
備
及
訓
練
を
受
け
る
。

プ
ラ
ジ
ル
急
コ
チ
ャ

産
業
組
合
へ

ヘ
惨’

4
,
f
 

汰

基
本
透
齋
人
喜
滋

が
出
来
上

l
生
し
た

/

0

 翠

B

.

.
0
/
 

徴
収
成
績
は
県
下
で
も
稀
な
る
好
成
績

で
非
常
に
好
評
を
受
け
ま
し
た
，
之
は

ひ
と
え
に
被
保
険
者
各
位
の
御
協
力
に
正
山
、
宇
和
川
地
区
の
V
ゾ

t
ゲ

よ
る
も
の
と
感
謝
し
ま
す
。
保
険
税
の
ン
検
診
を
左
記
日
程
に
よ
り
実
施
し

収
納
の
よ
い
事
は
直
に
補
助
金
に
影
響
ま
す
か
ら
家
族
そ
ろ
つ
て
検
診
を
受

す
る
の
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
国
保
運
営
け
て
下
さ
い
。
尚
ヅ
ベ
リ
ク
リ
ン
反

が
よ
く
な
り
、
今
後
被
保
険
者
の
利
益
応
注
射
を
同
時
に
行
い
ま
す
の
で
、

改
善
等
図
る
上
に
大
切
な
事
で
す
。
正
山
地
区
の
方
も
宇
和
川
地
区
以
外

尚
国
保
に
つ
い
て
御
意
見
御
希
望
等
の
方
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
ま
だ
受
，

あ
り
ま
す
時
は
色
々
御
相
談
し
て
下
さ
け
て
な
い
方
は
此
の
機
会
に
是
非
す

、。

い
。
そ
う
し
て
国
保
発
展
の
為
め
何
分
ま
せ
て
下
さ
＞

ず。

9

ツ
反
注
射
、

V

ン
ト
ゲ
ン

の
御
協
力
お
願
い
し
ま

次

に

注

意

事

項

．

．

十

一

月

二

十

七

日

ー

受
診
証
を
御
使
用
の
場
合
一
部
負
担
午
前
十
時
ー
午
后
二
時

金

を

お

医

者

窓

口

で

お

払

に

な

ら

ぬ

宇

和

川

中

学

校

様
願
い
ま
オ
。
二
重
払
と
な
り
ま
す
•
9
ツ
反
｀
B

．
c

鬱
G

為
め
、
若
し
止
む
を
得
ず
窓
口
で
お
．
十
一
月
二
十
九
日

払

の

場

合

は

直

に

役

場

へ

御

通

知

下

午

前

十

時

1
午
前
十
一
時
半

．

正

山

小

学

校

さ

い

。

・

魯

午
后
一
時
ー
午
后
一
1

時
半

宇
和
川
中
学
校

會

C

。
G

、
ツ
反
：
。
。
無
料

九
月
十
五
日
現
在
調
製
の
基
本
選

挙
人
名
簿
が
出
来
上
り
ま
し
た
。
本

月
五
日
か
ら
十
五
日
間
縦
覧
に
供
し
‘

て
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
は
十
二
月
二
十
日
確
定

い
た
し
ま
す
の
で
こ
の
日
に
満
二
十

歳
に
達
す
る
者
で
本
年
六
月
十
五
日

以
前
か
ら
本
村
に
住
所
を
有
す
る
者

が
登
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
名

簿
に
登
載
も
れ
又
そ
の
後
選
挙
権
の

出
来
て
い
る
方
は
次
の
選
挙
の
場
合

に
登
録
申
請
を
要
し
ま
す
か
ら
御
留

意
下
さ
い
。

名
簿
の
写
は
各
部
落
へ
回
覧
中
．

”～勺~＇、 -̀4 
，、

本
年
の
稲
作
は
、

低
温
で
あ
つ
た
に
と

4
E

軽
い
ホ
首
イ
モ

チ
を
の
ぞ
く
と
大
し

9

、-

既
存
住
宅
の
存
す
る
敷
地
又
は
こ
F

た
被
害
な
く
生
育
快

れ

に

続

い

た

敷

地

に

建

物

を

増

築

し

調

、

先

づ

申

し

分

の

て

住

宅

の

部

分

の

床

力

面

積

を

増

加

な

い

出

来

。

咋

付

ニ

し

よ

う

と

す

る

人

で

住

宅

金

融

公

庫

一

三

町

六

反

”

収

穫

の

資

金

の

偕

入

を

必

要

と

す

る

方

に

予

想

三

九

三

三

石

、

．

対

し

年

利

五

分

五

謳

の

低

利

資

金

の

平

年

作

三

七

匡

六

石

、

貸
出
し
が
行
は
れ
て
居
り
ま
す
の
で
-

0

に
比
べ
五
％
の
増
収

ど
ん
な
よ
い
品
種
の
も
の
で
も
、
も

[

"

i

借

入

れ

に

つ

い

て

の

条

件

の

概

要

を

、

と

見

て

お

る

。

御

知

ら

せ

し

ま

す

。

政

府

へ

の

売

り

こ

み

は

、

八

五

石

が

と

が

、

ど

ん

な

に

よ

い

種

子

で

あ

つ

て

も
嗚
自
家
産
の
も
の
を
、
く
り
返
へ
し

貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
る
方
は
増
要
請
さ
れ
た
が
、
農
家
の
協
力
と
農
協
、

築
申
込
者
の
所
有
既
存
住
旦
（
申
込
の
努
力
に
よ
っ
て
、
一

0
五
石
二
斗
の

A
J
つ
か
つ
て
お
る
と
、
出
来
が
わ

Q
V

・
な
り
ま
す
。
試
験
場
あ
た
り
で
も
、
，
三

人
の
直
系
尊
卑
族
又
は
配
偶
者
の
所
予
約
申
込
を
確
保
し
た
。

‘
年
以
上
に
な
る
と
嗚
採
種
園
で
と
っ
た

ヽ

有
で
も
よ
い
）
を
自
ら
居
住
す
る
た
こ
の
関
係
者
九
四
名
に
対
し
来
る

め
に
増
築
す
る
事
が
第
一
条
件
で
す
十
五
日
売
り
込
み
指
示
書
が
交
付
さ
れ
新
ら
し
い
種
子
に
更
新
す
る
よ
う
す
よ

が
、
其
の
他
に
つ
い
て
は
大
要
次
の
、
売
り
込
み
が
始
る
わ
け
で
あ
る
が
蜘
め
て
お
り
ま
す
。

•
土
地
の
せ
ま
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の

通

り

で

す

。

色

々

の

事

情

で

、

は

じ

め

の

申

込

蓼

ふ

が

＇

‘
土
地
を
出
来
る
限
り
能
率
的
に
用
い
る

一
、
資
金
を
借
入
れ
な
け
れ
ば
増
築
出
出
心
ぬ
と
き
は
、
減
額
さ
れ
る
道
が
残

こ
と
が
大
事
で
す
が
｀
土
地
改
良
の
よ

来

な

い

人

さ

れ

て

お

る

。

し

か

し

、

現

在

の

状

況

．

う
に
多
額
の
費
用
を
要
せ
ず
、
直
ぐ
実

二
、
本
人
の
収
入
月
額
が
偕
入
金
の
最
で
は
2

始
め
の
申
込
み
通
り
の
量
が
売

行
出
来
る
こ
の
よ
う
な
増
収
方
法
も
決

•
初
の
返
済
月
額
の
六
倍
以
上
で
あ
り
℃
ま
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
．

な
お
本
年
度
買
入
価
格
は
次
の
通
り

る
事

村
で
は
、
採
種
園
を
設
置
し
次
の
品

三
、
増
築
し
ょ
う
と
す
る
既
存
住
宅
は
で
あ
る
。

種
の
種
子
を
つ
く
り
ま
し
た
0

自
力
の

構
造
上
安
全
で
あ
る
こ
と

0

売
り
込
み
時
期
別
価
格

家
の
種
子
の
古
く
な
っ
て
お
る
方
は
至

い
つ
れ
も
三
等
包
装
（
二
重
俣
）
．

貸
付
条
件

急
申
込
み
、
来
年
作
は
新
ら
し
い
悼
子

一

、

利

率

年

五

分

五

厘

第

一

期

（

九

月

三

十

日

）

四

ー

l
-
r
1
-
1
円

当

初

の

返

済

金

日

第

二

”

(

＋

月

十

日

）

四

二

四

二

円

を

つ

か

つ

て

下

さ

い

。

．

二
、
返
済
期
間

額
が
大
体
三
千
円
程
度
に
な
る
第
三
”
（
十
月
廿
一
日
）
四
l

六

一

六

雷

円

品

種

名

0

農

林

二

二

号

。

m
こ
m
．
ニ
ジ
吋
↓
・
・

様
な
期
間
と
し
二
月
払
と
す
る
第
四
”
（
十
月
冊
一
日
）
四

0
八
二
円

0

こ
と
ぷ
き
も
ち

0
愛
知
旭

三
、
融
資
対
象
面
積
一
戸
当
り
三
十
．
一
月
一
日
以
降
四

0
0二
円

．

坪

ー

九

坪

末

満

｀

等

級

差

、

詳

細

な

事

に

つ

い

て

は

役

場

の

土

木

一

等

ー

ニ

等

二

0
0円

二

”!-l-”

二
0
0円

係
へ
御
相
談
下
さ
い
。

魯
電
話
開
通
の
白
石
、
、
柳
部
落
：
三

9
I四
”

二

0
0円

去

る

五

日

冨

白

石

部

落

鳥

越

宅

(

-

四

“

]

五

”

五

0
0
円

鹿
の
川
一

0
七
替
）
又
予
子
林
柳
部
右
の
他
喩
申
込
者
に
は
、
石
当
百
円

落
客
神
社
々
務
所
（
横
林
一
三
番
）
が
追
加
支
払
れ
る
。

・
注
意
事
項

電
話
開
通
。

住
名
音
釜
信
入
6

御

累

肉

咽
＞
ン
・
ょ
グ

y
検
診
に
つ
い
て
‘

峯贔〗ご ifj-t贔。()
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コ
＇
ど
、
希

ー
依
託
採
種
園
の
収
穫
終
る

I

約

,

0
乾
燥
を
よ
く
し
ま
し
よ
う

.
0

調
整
を
よ
く
し
ま
し
よ
う

0

量
目
は
切
れ
な
い
よ
う
、
包
装
に
し
“

つ
か
り
し
ま
し
ょ
う

糞

毎
週
月
水
金
、
午
前
六
時
半
か

b
の

放
送
を
聞
い
て
下
さ
い
。
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昭 和 3 ・l年度肱川村税部落徴収成績表 （県村民税、固定資産税、自転車荷車税、木材引取税、保険税一部負担金合計）
（昭和32年 5月31日現在）
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大 平 3!J7)1..3 I 33佑77'7 /4ら£3275 # g 小計 I CJ I rt,7 0'7 /『＃'？品5ざ る？＃5／ ？るし、3
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•小計 30／品7?7 之gら3?5g厄 L,lg3'j t I,(。g 瓜生谷 38入仏，？品5 3 gfh？品5 /00 
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山 ；槌勢乏3I'1,0る7 27$7/2 必0,355、"I 3。も ノ白＼・ 計 /『$.7八和305'7'7ff"ふ3る／ ん／忍，7仏仏 ？ £島7

＇， 

し↑:
9
 

，
 
，
 

，
 

r
 

ヘi

•I’’し｀へ，

，
 

、ヽ

1

ー

r
 

,̀ヽ 

‘ヽ—- ,̂ 


